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	２025年度 全国学生調査 ２年次調査 集計報告
	関西大学 教学IR室

	概　要
	〇調査対象者数・回答者数
	・2025年度に在籍する２年次生（2024年度入学生）　計6,780人 ・回答者数：3,580人（回答率：52.80%）

	〇調査方法
	・インターネット（WEB)調査 （本学が実施する２年次パネル調査に全国学生調査の項目を組み込んで実施）
	〇調査時期
	・2025年12月１日（月）9：00 ～ 2026年３月22日（月）23：59



	概　要
	〇学部別回答者数・回答率
	（2026年３月23日9：00時点）
	回答率


	問１ 大学に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか。
	（選択肢　4：よくあった、3：ある程度あった、2：あまりなかった、1：なかった）

	問２ 大学在学中に経験した以下の項目はどの程度有用だったと感じますか。 　　 経験していない場合は0を選択してください。
	（選択肢　4：有用だった、3：ある程度有用だった、2：あまり有用ではなかった、1：有用ではなかった、0：経験していない）

	問３ 大学教育を通じて、次のような知識や能力などが身に付いたと思いますか。
	（選択肢　4：身に付いた、3：ある程度身に付いた、2：あまり身に付いていない、1：身に付いていない）

	問４ これまでの大学での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように 　　 思いますか。
	（選択肢　4：そう思う、3：ある程度そう思う、2：あまりそうは思わない、1：そうは思わない）

	問５ 今年度後期の授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間は、 　　 それぞれどのくらいですか。
	（選択肢　7：31時間以上、6：21-30時間、5：16-20時間、4：11-15時間、3：6-10時間、2：1-5時間、1：0時間）


